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１
いち

．安
あん

息
そく

日
にち

午
ご

後
ご

 

 今
こん

週
しゅう

は、エフェソ6
ろく

章
しょう

10
じっ

節
せつ

から2
に

0
じっ

節
せつ

を中
ちゅう

心
しん

に学
まな

びます。パウロはこの手
て

紙
がみ

で、神
かみ

の永遠
えいえん

のご計画
けいかく

と、そ

の中
なか

で生
う

まれた教
きょう

会
かい

の役割
やくわり

を示
しめ

し、さらには、キリストの体
からだ

である教
きょう

会
かい

を構成
こうせい

するクリスチャンの生
い

き方
かた

に

ついて具
ぐ

体
たい

的
てき

な勧告
かんこく

を与
あた

えてきました。そして彼
かれ

は、ここで筆
ふで

を置
お

く前
まえ

に、「霊的
れいてき

な戦
たたか

い」に触
ふ

れることによっ

てエフェソ書
しょ

を締
し

めくくろうとしています。この霊的
れいてき

な戦
たたか

いの敵
てき

は、「血肉
けつにく

」、つまり人間
にんげん

ではなく、この世
よ

を支
し

配
はい

している闇
やみ

の世
よ

の主権者
しゅけんしゃ

（サタン）であることを強 調
きょうちょう

しています。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：戦
たたか

いの辞
ことば

 

 パウロの勧告
かんこく

に耳
みみ

を傾ける前
まえ

に、歴
れき

代
だい

誌
し

下
げ

2
に

0
じっ

章
しょう

1
じゅう

3
さん

節
せつ

から3
さん

0
じっ

節
せつ

を読
よ

んでみてください。ここに霊的
れいてき

な

戦
たたか

いの一
ひと

つの例
れい

が示
しめ

されています。「イスラエルの戦
たたか

いでの成功
せいこう

は、自
みずか

らの武器
ぶ き

や軍隊
ぐんたい

が優
すぐ

れているとか、数
かず

で勝
まさ

るからではなく、神
かみ

の臨在
りんざい

と力
ちから

によることを強 調
きょうちょう

しています。成功
せいこう

の鍵
かぎ

は、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

への信頼
しんらい

ではなく、

神
かみ

の力
ちから

と神
かみ

の備
そな

えに対
たい

する確固
かっこ

たる信頼
しんらい

でした」（ガイド 8
はちじゅう

2
に

ページ）。 

 教
きょう

会
かい

のかしらであるイエス・キリストは、十
じゅう

字
じ

架
か

の贖
あがな

いの死
し

と復活
ふっかつ

によって、このサタンとの戦
たたか

いにすでに

勝
しょう

利
り

しておられます。しかし、神
かみ

の計画
けいかく

が完
かん

了
りょう

して、すべてのものが完全
かんぜん

にキリストの支
し

配
はい

へと回復
かいふく

されるた

めには、まだ時
とき

が満
み

ちていません。「救
すく

いの業
わざ

が完成
かんせい

され、あらゆるもの……天
てん

にあるものも地
ち

にあるものもキリス

トのもとに一
ひと

つにまとめられる」（エフェソ1
いっ

章
しょう

10
じっ

節
せつ

）までの間
あいだ

は、地
ち

上
じょう

にいる私
わたし

たちは、キリストにある完全
かんぜん

な勝
しょう

利
り

を待
ま

ち望
のぞ

みつつ戦
たたか

っていく必要
ひつよう

があるのです。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：キリストの力
ちから

を見
み

いだす 

これは霊的
れいてき

な戦
たたか

いであり、敵
てき

はサタンですから、それに対抗
たいこう

する方法
ほうほう

は、目
め

に見
み

えない三
さん

位
み

一
いっ

体
たい

の神
かみ

の力
ちから

に

よって強
つよ

められる以
い

外
がい

にありません。そしてその霊的
れいてき

な戦
たたか

いの装
そう

備
び

は、神
かみ

の言
こと

葉
ば

の真
しん

理
り

、福音
ふくいん

であり、神
かみ

に対
たい

する信仰
しんこう

なのです。だからパウロは、「主
しゅ

に依
よ

り頼
たの

み、その偉
い

大
だい

な力
ちから

によって強
つよ

くなりなさい」（6
ろく

章
しょう

10
じっ

節
せつ

）と

言
い

っているのです。「教
きょう

会
かい

の力
ちから

は、その戦
たたか

いの指
し

揮
き

官
かん

である、よみがえられた主
しゅ

の全能
ぜんのう

の力
ちから

の内
うち

にある」（G・

G・フィンドレイ）。 



４
よん

．火曜日
かようび

：パウロの手
て

紙
がみ

に見
み

る大争闘
だいそうとう

 

 ローマ 1
じゅう

3
さん

章
しょう

1
じゅう

1
いち

～ 1
じゅう

4
よん

節
せつ

、 Ⅰ
だいいち

テサロニケ5
ご

章
しょう

6
ろく

～8
はち

節
せつ

、Ⅱ
だいに

コリント10
じっ

章
しょう

3
さん

～6
ろく

節
せつ

を瞑想
めいそう

して

みましょう。私
わたし

たちが生活
せいかつ

しているこの地
ち

上
じょう

は、「この世
よ

の君
きみ

」とか「この世
よ

の神
かみ

」と呼
よ

ばれるサタンが支
し

配
はい

して

いるので、私
わたし

たちは日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

の中
なか

においても、常
つね

にこの霊的
れいてき

な戦
たたか

いの中
なか

に置
お

かれていることを知
し

る必要
ひつよう

があ

ります。「キリストは、ご自
じ

分
ぶん

に従
したが

う者
もの

たちを、宇
う

宙
ちゅう

戦
せん

争
そう

の兵
へい

士
し

として召 集
しょうしゅう

し、光
ひかり

の軍隊
ぐんたい

を大
おお

いなる勝
しょう

利
り

の日
ひ

に向
む

かって導
みちび

いておられます」（ガイド 8
はちじゅう

4
よん

ページ）。しかし、私
わたし

たちは恐
おそ

れる必要
ひつよう

はありません。かつ

てキリストが言
い

われた約束
やくそく

の言
こと

葉
ば

を心
こころ

に留
と

めたいと思
おも

います。「これらのことを話
はな

したのは、あなたがたがわたし

によって平
へい

和
わ

を得
え

るためである。あなたがたには世
よ

で苦
く

難
なん

がある。しかし、勇
ゆう

気
き

を出しなさい。わたしは既
すで

に世
よ

に勝
か

っている」（ヨハネ 1
じゅう

6
ろく

章
しょう

3
さんじゅう

3
さん

節
せつ

）。もし私
わたし

たちが、パウロが勧
すす

めている神
かみ

の武具
ぶ ぐ

をしっかりと身
み

に着
つ

け、

立
た

ち上
あ

がるならば、すでに勝
しょう

利
り

された主
しゅ

が私
わたし

たちと共に戦
たたか

ってくださるのです。これは私
わたし

たちの戦
たたか

いではな

く、主
しゅ

の戦
たたか

いだからです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：古
こ

代
だい

の戦
せん

場
じょう

に立
た

つ 

 ガイドの 8
はちじゅう

5
ご

ページには、古
こ

代
だい

の戦
せん

場
じょう

における戦
たたか

いについて書
か

かれています。「古
こ

代
だい

の戦
たたか

いで勝
しょう

敗
はい

の鍵
かぎ

となるのは、……対立
たいりつ

する二
ふた

つの重
じゅう

装
そう

備
び

歩
ほ

兵
へい

の密
みっ

集
しゅう

軍
ぐん

が、『激
げき

突
とつ

する青銅
せいどう

と木
もく

部
ぶ

と肉体
にくたい

のひどい不
ふ

協
きょう

和
わ

音
おん

』

の中
なか

でぶつかり合
あ

うときで、古
こ

代
だい

の作
さっ

家
か

クセノフォンはこれを『おぞましい粉
ふん

砕
さい

』と呼
よ

んでいます。この戦
せん

略
りゃく

的
てき

な瞬
しゅん

間
かん

に固
かた

く立
た

ち、一
いっ

歩
ぽ

も引
ひ

かないことは、古
こ

代
だい

の戦
たたか

いの大
おお

きな挑
ちょう

戦
せん

でした」。 

 パウロはヘブライ 1
じゅう

2
に

章
しょう

4
よん

節
せつ

で「あなたがたはまだ、罪
つみ

と戦
たたか

って血
ち

を流
なが

すまで抵
てい

抗
こう

したことがありません」

と書
か

いていますが、この霊的
れいてき

な戦
たたか

いは永遠
えいえん

の命
いのち

を決定
けってい

するものであるという意
い

識
しき

をもって、キリストとサタン

の大争闘
だいそうとう

の戦
せん

場
じょう

に立
た

つ覚
かく

悟
ご

が必要
ひつよう

です。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：悪
あく

の力
ちから

との戦
たたか

い 

 覚
おぼ

えておきたいのは、私
わたし

たちが戦
たたか

うべき敵
てき

は、サタンというよりもむしろ自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

（自
じ

我
が

や罪
つみ

）であるという

ことです。なぜなら、キリストはすでにサタンに勝
しょう

利
り

されたからです。サタンとの戦
たたか

いに対
たい

して、もし私
わたし

たちが

自
じ

分
ぶん

の力
ちから

で対抗
たいこう

しなければならないとしたら、そこに希
き

望
ぼう

はありません。しかし、すでにサタンに勝
しょう

利
り

されたキ

リストにつながり、神
かみ

の武具
ぶ ぐ

を身
み

に着
つ

けることによって、「その偉
い

大
だい

な力
ちから

によって強
つよ

くな」るならば、私
わたし

たちは罪
つみ

に打
う

ち勝
か

つことができるのです。キリストにあって、わたしたちの勝
しょう

利
り

も約束
やくそく

されていることを忘
わす

れないようにし

ましょう。 

 

 



７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

 今
こん

週
しゅう

と来
らい

週
しゅう

にかけて学
まな

ぶエフェソ6
ろく

章
しょう

1 0
じゅう

～2
に

0
じっ

節
せつ

の霊的
れいてき

な戦
たたか

いは、黙
もく

示
し

録
ろく

の戦
たたか

いのテーマと同
おな

じよう

に、終
お

わりの時
じ

代
だい

のクリスチャンの戦
たたか

いが焦
しょう

点
てん

になっています。黙
もく

示
し

録
ろく

が示
しめ

しているのは、キリストと神
かみ

の民
たみ

の

輝
かがや

かしい勝
しょう

利
り

です。勝
しょう

利
り

が約束
やくそく

されている戦
たたか

いですから、恐
おそ

れることなく神
かみ

の武具
ぶ ぐ

を身
み

に着
つ

けて立
た

ち上
あ

がり

ましょう。主
しゅ

と共
とも

に！ 

 

★ 私
わたし

たちは日々
ひ び

の日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

において、キリストとサタンの大争闘
だいそうとう

という戦
せん

場
じょう

に立
た

っている認
にん

識
しき

はあるで

しょうか。神
かみ

の兵
へい

士
し

として、あなたに期
き

待
たい

されていることは何
なん

でしょうか。 


